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構想400(2039年までの基本構想）

3



© RYUKOKU UNIVERSITY  All Rights Reserved. 4

これまでの取り組みの一例

①エコキャンパスの実現に向けて（2005年〜）
2005年から、エネルギー使⽤量削減など、エコキャンパスに向けた取り組みを実施

・ BEMS（Building Energy Management System）を活⽤したキャンパス毎のエネルギー管理
・ 各部署にエコスタッフを配置／紙の使⽤量削減／消耗品のグリーン購⼊を促進／
ゴミ減量・リサイクルの促進 など

②「エコキャンパス実現に向けた基本⽅針」を策定（2010年〜／2021年度改訂）
2016年度からは、2019年度のエネルギー使⽤量実績を建物１㎡あたりの原油換算値と
CO2排出量（各原単価）を、2015年度⽐で4％以上削減することを⽬指した。

③⼤学等コアリションへの参画（2021年7⽉）
2050年カーボン・ニュートラル実現に向け、⽂部科学省と環境省を中⼼に⽴ち上がった
カーボン・ニュートラル達成に貢献する⼤学等コアリション」に参画。
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龍谷大学カーボンニュートラル宣言（2022年1月27 日）
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環境省と「地域脱炭素の推進に関する協⼒協定」締結（2022年4⽉） 

2039年までの長期目標の一つに「社会変革の
中核的担い手となる」こと掲げ、地球規模の環境問
題を取り組むべき最重要課題の一つと捉えて、「龍
谷大学カーボンニュートラル宣言」を発出。また、
滋賀県大津市に立地する瀬田キャンパスでは、先端
理工学部・農学部が自然科学分野を中心に展開し、
地域の特性を生かした価値創造や社会変革を牽引す
る拠点形成をめざしている。
このような経緯から、脱炭素社会や地域循環共

生圏の実現に寄与するために環境省と協議した結果
、「地域脱炭素の推進に関する協力協定」を締結し
た。

中井事務次官（左から二人目）、大岡副大臣（左から三人目）
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龍谷ソーラーパーク（2013〜）

社会的責任投資(SRI)として参画する全国初の地域貢献型メガソーラー発電所
、「⿓⾕ソーラーパーク」を稼働。発電収益を地域社会に還元し、再⽣可能エネル
ギーの普及活動を推進。

和歌山県印南町 約1200 kW
旧和歌山県畜産試験場 約600 kW
深草キャンパス２号館屋上  約50 kW
三重県鈴鹿市 3833kW
兵庫県洲本市 1705kW
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学生たちも参加して（合意形成プロセスも）
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特定卸スキームの活用

「ゼロカーボンユニバーシティ」の実現に向けた具体的な取り組み

「龍谷ソーラーパーク」を活用した特定卸スキームの導⼊

送配電事業者

⼤阪ガス所有の再エネ電源

⿓⾕ソーラーパーク ⿓⾕⼤学
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再エネ100%を目指して

「ゼロカーボンユニバーシティ」の実現に向けた具体的な取り組み

「龍谷ソーラーパーク」を活用した特定卸スキームの導⼊により、

年間797万kWhの電⼒供給
大学全体の約40％が龍谷SPによる電力

2023年〜2024年
PPAの更なる導入（＋10%）



2023/10/11 日本経済新聞

2023/9/4 読売新聞
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学⽣気候会議の開催

龍谷大学地域公共人材・政策開発リサーチセンタ（LORC)

龍谷大学学生気候会議では、温暖化対策の現状や目標につい
て話し合い、「脱炭素社会」に向け、「食」「住」「学び」「
消費とゴミ」などをキーワードに学生たちが主体的に議論。

→「議論」をもとに「行動」を組織する学生たちの姿

ゼロカーボンキャンパスに向けた大学意思形成過程に
学生たちが参画予定（2023年度〜）



地域脱炭素の取り組み（京都市などと連携）
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街区をつくり、問いをつくる（伏見工業高校跡地）

阪急阪神不動産らと連携

脱炭素タウンの構築と暮らし

学生寮との接続で新たな学び

研究拠点を設置し、多様な

可能性の追究

2027年の街びらきに向けて
NPO/NGOや市民と連携




